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T16IZS 送信機設定 簡易説明書
T16IZS の詳細説明をのぞいた送信機設定を一部記載した簡易説明書です。( 飛行機の設定例）WEB フルマニュアルと合わせてご参照ください。

1. モデルセレクト 　 T16IZS は数機のモデルデータを作成できます。フライトする機体に合わせて選択します。

2. モデルタイプ 　 フライトする機体に合わせて選択します。詳細な設定を始める前に設定します。

3. リンク 　 T16IZS と使用する受信機をリンクします。受信機を変えた場合にリンクしなければ動作しません。
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4. サーボリバース 　 各舵の動作方向の設定です。間違えると墜落しますので十分に動作を確認してください。

6. エンドポイント 　 リンケージの時に各舵の最大動作量を設定します。過度な動作量はサーボにムリがかかります。

5. サブトリム 　 リンケージの時に各舵のニュートラル位置を微調整します。
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7. AFR・EXP 　 フライト調整で各舵の動作量とエキスポネンシャルを調整します。
◆モデルメニュー→AFR
○ロールレートの調整例

○エルロン EXP（エキスポネンシャル）の調整例
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○ロールレートをスイッチDで切り替える例

○デュアルレートON時の設定
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8. デュアルレート 　 フライト中に舵角をスイッチで切り替える時に使用します。



10. フラップ 　 フラップ付きの機体の設定例です。離着陸などでスイッチでフラップを降ろす場合の設定例です。

9. プログラムミキシング 　ある舵を 操作すると別な舵が同時に動作するようにできます。機体のクセとりに有効です。

◆モデルメニュー→プログラムミキシング
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◆リンケージメニュー→モデルタイプ→主翼タイプ ◆モデルメニュー→フラップ設定
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